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研究要旨：本分担研究では，労働生産性とメンタルヘスの向上に寄与する介入手法（個人

向けアプローチ， 組織）に関する文献レビューと好事例の収集を行いガイドランで提案さ

れた内容を考慮しながら各手法のマニュアル（案）を作成するとともに，モデル事業で介

入手法の有効性を検証のうえ完成させることを目的とした。 

初年度の平成 28 年度では，平成 25－27 年度厚生労働科学研究費補助金（安全衛総合

事業）「事業場におけるメンタルヘルス対策を促進させるリスクアセスメント手法の研究」

（ H25 -労働 -一般 -009 ：主任・川上憲人）の成果物である「職場環境改善ポジティブ

版マニュアル」を対象とし，このマニュアルを労働生産性とメンタヘルスの双方の向上に

寄与する組織向けアプローチとして活用するために，必要な修正を行った。 

2 年目の平成 29 年度では，マニュアル（案）を事業場においてより効果的に活用するた

め，マニュアル（案）改訂のための情報収集および動画マニュアル作成に向けた撮影など

を行った。 

最終年度の平成 30年度は，本マニュアル（案）の読みやすさと使いやすさを高めるために，

中小企業の経営者を対象に読みやすさ・使いやすさに関するヒヤリングを行った。また，
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某事業所での従業員参加型ワークショップでマニュアル（案）を試行し，使いやすさを確

認するとともに，従業員参加型ワークショップの前後で質問紙調査を行い，ワークショッ

プ前後の得点を比較することでマニュアル（案）の有効性を検証した。さらに，完成した

マニュアルの内容を解説するための動画も作成した。これらの作業を通じて，職場の強み

に注目しワーク・エンゲイジメントの向上を目的とした職場環境へのポジティブアプロー

チのツールが完成した。 

 

Ａ. はじめに 

 わが国では，メンタルヘスの第一次予防

対策について，職場環境改善，管理監督者

教育，セルフケアのガイドラインが作成さ

れている。しかし，ガイドラインの推奨内

容はメンタルヘス不調の未然防止策に限定

され，労働生産性の向上も寄与する方策は

取り上げられていない。本分担研究では，

労働生産性とメンタルヘルスの双方の向上

に寄与する介入手法（個人向けアプローチ，

組織向けアプローチ）に関する文献レビュ

ーと好事例の収集を行い， ガイドランで提

案された内容を考慮しながら各手法のマニ

ュアル（案）を作成するともに，モデル事

業で介入手法の有効性を検証うえ完成させ

ることを目的とする。 

初年度の平成 28 年度では，労働生産性と 

労働生産性とメンタルヘルスの双方の向上

に寄与する介入手法（個人向けアプローチ，

組織向けアプローチ）に関する文献レビュ

ーと好事例の収集を行った。 

2年目の平成 29年度では，マニュアル（案）

を事業場においてより効果的に活用するた

め，マニュアル（案）改訂のための情報収

集および動画マニュアル作成に向けた撮影

などを行った。 

最終年度の平成 30 年度は，本マニュアル

（案）改訂のための情報収集の継続と動画

マニュアルをさせるとともに，事業場にお

いてマニュアル（案）を用いた職場活性化

ワークショップを実施することで，マニュ

アル（案）の有効性を検証した。 

 

Ｂ. 方法 

1. 職場環境へのポジティブアプローチ・マ

ニュアル（案）の作成（平成 28 年度） 

平成 25－27 年度厚生労働科学研究費補助

金（労働安全衛生総合研究事業）「事業場に

おけるメンタルヘルス対策を促進させるリ

スクアセスメント手法の研究」（H25-労働-

一般-009：主任・川上憲人）の成果物であ

る「職場環境改善ポジティブ版マニュアル」

を対象とした。このマニュアルは，本研究

の代表（島津）と研究協力者（錦戸）が中

心となり，職場のメンタルヘルスの第一次

予防対策の一つである職場環境改善をポジ

ティブな視点から行うために，分担研究と

して作成したものである（全 15 頁）。 

本研究では，このマニュアルを労働生産性

とメンタルヘルスの双方の向上に寄与する

組織向けアプローチとして活用するために，

必要な修正を行った。 

 

2. マニュアル（案）改訂のための情報収集

と説明動画の撮影（平成 29 年度） 

 医療業（病院）における看護部の看護師

長を対象として，職場活性化ワークショッ

プを実施し，動画の撮影を行った．ワーク

ショップは，平成 28 年度に作成したマニュ

アル（案）「職場環境へのポジティブアプロ
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ーチ」に掲載されている「資料 3：職場活

性化参加型討議タイムテーブル」の手順に

沿って進行した． 

 

3. マニュアルの完成と説明動画の作成（平

成 30 年度） 

 職場環境へのポジティブアプローチにつ

いて，マニュアル（案）の読みやすさと使

いやすさを高めるために，中小企業の経営

者を対象に読みやすさ・使いやすさに関す

るヒヤリングを行った。また，某事業所で

の従業員参加型ワークショップでマニュア

ル（案）を試行し，使いやすさを確認する

とともに，従業員参加型ワークショップの

前後で質問紙調査を行い，ワークショップ

前後の得点を比較することでマニュアル

（案）の有効性を検証した。さらに，完成

したマニュアルの内容を解説するための動

画も作成した。 

 

Ｃ. 結果 

1. 職場環境へのポジティブアプローチ・マ

ニュアル（案）の作成（平成 28 年度） 

修正を行う際，以下の点に留意した。 

（1）必要な情報を損ねない程度に文字数を

減らし，読者への心理的抵抗を低減する。 

（2）巻末に添付されていた図や表を，本文

中に入れ込むほか，行間を広げて読みやす

さを向上させる。 

（3）イラストや写真を増やし，親近感を向

上させる。 

 

2. マニュアル（案）改訂のための情報収集

と説明動画の撮影（平成 29 年度） 

医療業（病院業）における看護部に所属す

る看護師長 10 名（男性 1 名・女性 9 名）を

対象として，社会保険労務士がポジティブ

アプローチによる職場の活性化ワークショ

ップを行った。その結果，マニュアル（案）

の改訂について検討すべき事項としては，

以下の 2 点が挙げられた。 

（1）職場の資源（強み）チェックリスト，

タイムテーブル，記録シートなどの資料は，

まとめて巻末に掲載する。これにより，ワ

ークショップの一連の流れをより理解しや

すくすることができる。 

（2）マニュアル（案）の本文やタイムテー

ブルには，イラストや図を多用し，なるべ

く文字による情報を減らす。これにより，

ワークショップ実施に対する精神的負担の

減少と理解向上が期待できる。 

 また，ワークショップの説明動画の作成

に際して検討すべき事項としては，以下の

2 点が挙げられた。 

（1）経営者や職場の責任者などが，ワーク

ショップの全体像を理解し，自身の職場で

実施の動機づけとなるよう，ワークショッ

プ全体の流れを数分程度の動画にまとめる。 

（2）実際に職場でワークショップを実施す

る際にファシリテーターが手順や準備物な

どを確認できるよう，ワークショップの詳

細なマニュアルを作成する。この時，ワー

クショップ全体を１本の動画にするのでは

なく，ワークショップのプロセス毎にそれ

ぞれ動画マニュアルを分けて作成する。こ

れにより，ファシリテーターは自身の理解

度に合わせて，知りたいプロセスを何度も

見返したり，既に理解しているプロセスの

視聴を省いたりすることが出来るため，マ

ニュアルの利便性向上が可能と考えられる。

また，動画１本あたりの所要時間も短縮で

きることから，今後のマニュアル配布や視

聴に際し，利用者に対する負担も軽減され

ることが期待できる。 
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3. マニュアルの完成と説明動画の作成（平

成 30 年度） 

中小企業の経営者 4 名を対象としたヒヤ

リング，事業所（京都府内の製造業）での

ワークショップの試行で得られた意見など

を参考に，マニュアルを修正し，28 ページ

からなるマニュアルを完成させた（付録）。

また，完成版のマニュアルを説明するため，

パワーポイントの自動再生機能を利用し，

ナレーションを入れた動画を作成した。事

業所でのワークショップの前後に実施した

質問紙調査の結果，仕事の量的負担，情緒

的負担，ワーク・セルフ・バランス（ポジ

ティブ）において改善傾向を認めた。 

これらの作業を通じて，職場の強みに注

目しワーク・エンゲイジメントの向上を目

的とした職場環境へのポジティブアプロー

チのツールが完成した。 

 

Ｄ. 考察 

 労働者の健康増進活動を職域で展開する

には，ヘルスセクターとノン・ヘルスセク

ターとの緊密な連携が重要である。健康増

進と生産性向上の双方につながる介入は，

両者の連携を促進するうえで有効な手段と

なる。本分担研究では，職場の強み（組織

資源）を伸ばすことでワーク・エンゲイジ

メントを高め，職場活性化（健康増進と生

産性向上の両立）につなげることを目的と

した従業員参加型ワークショップのマニュ

アルを作成した。 

 

1. マニュアルの作成過程 

 マニュアルは，以下の 3 つのプロセスを

経て作成された。 

（1）パイロット版の作成：厚生労働科学研

究「事業場におけるメンタルヘルス対策を

促進させるリスクアセスメント手法の研究」

（研究代表者：川上憲人）の成果物である

職場環境へのポジティブアプローチマニュ

アルをもとに，読みやすさ・使いやすさを

高めるための修正を行った。 

（2）事業所での試行と意見収集：パイロッ

ト版のマニュアルを某事業所での従業員参

加型ワークショップで施行した。また，中

小企業の経営者を対象に，読みやすさ・使

いやすさに関するヒヤリングを行った。 

（3）マニュアルの完成：パイロット版の試

行およびヒヤリングの結果をもとにマニュ

アルを完成させた。 

 

2. マニュアルの内容 

次の 3 部から構成される。 

（1）職場の強みチェックリスト：職場の強

み（組織資源）を見出すためのチェックリ

ストである。新職業性ストレス簡易調査票

で取り上げられている 22 種類の組織資源

に関する下位尺度において代表的な 1 項目

を選定し，各項目に対して従業員が 4 段階

（1. 充実していない，2. やや充実している，

3. 充実している，4.とても充実している）

で回答する。回答選択肢は，従業員が各職

場の強みに気づきやすくするために，肯定

的な方向（どの程度充実しているか）に統

一した。新職業性ストレス簡易調査票を使

用している事業所向けに，回答内容をその

まま活用できるバージョンも作成した。 

（2）ワークショップの進行マニュアル：60

分間の職場活性化ワークショップを運営す

るための手順，すなわち「参加型討議の企

画」「開催準備」「参加者への説明」「参加型

討議の運営」「フォローアップと評価」の手

順が記載されている。 
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（3）記録シート：参加型討議 1（職場の強

み，伸ばしたい強みの決定），参加型討議 2

（職場のありたい姿・目標，活動計画の具

体的内容の決定）の討議内容を記録する欄

と，グループワーク終了後に活動の進捗状

況を記録する欄から構成されている。本研

究では A4 サイズ 1 枚のシートでグループ

ワークと進捗状況の両方を記録できる形式

を採用した。 

 

3. マニュアルの特徴 

従来の産業保健部門が主導して行われて

きた職場環境改善では，経営層や職場の管

理職の理解や協力が得られにくいことがあ

り，マネジメントのあり方や組織の運営方

針などの改善には限界があった。他方，職

場の強みを伸ばしワーク・エンゲイジメン

トの向上を通じて活性化を図る手法は，健

康増進と生産性向上の両立につながること

から，産業保健と経営との協調が促される

ことが期待されるほか，職場の管理職も日

頃の組織マネジメントの一環として関与で

き，負担の軽減につながると考えられる。 

 

Ｅ. 結論 

 本分担研究では，労働生産性とメンタル

ヘスの向上に寄与する介入手法（個人向け

アプローチ， 組織）に関する文献レビュー

と好事例の収集を行いガイドランで提案さ

れた内容を考慮しながら各手法のマニュア

ル（案）を作成するとともに，モデル事業

で介入手法の有効性を検証うえ完成させる

ことを目的とした。 

初年度の平成 28 年度では，平成 25－

27 年度厚生労働科学研究費補助金（安全衛

総合事業）「事業場におけるメンタルヘルス

対策を促進させるリスクアセスメント手法

の研究」（ H25 -労働 -一般 -009 ：主任・

川上憲人）の成果物である「職場環境改善

ポジティブ版マニュアル」を対象とし，こ

のマニュアルを労働生産性とメンタヘルス

の双方の向上に寄与する組織向けアプロー

チとして活用するために，必要な修正を行

った。 

2年目の平成 29年度では，マニュアル（案）

を事業場においてより効果的に活用するた

め，マニュアル（案）改訂のための情報収

集および動画マニュアル作成に向けた撮影

などを行った。 

最終年度の平成 30 年度は，本マニュアル

（案）の読みやすさと使いやすさを高める

ために，中小企業の経営者を対象に読みや

すさ・使いやすさに関するヒヤリングを行

った。また，某事業所での従業員参加型ワ

ークショップでマニュアル（案）を試行し，

使いやすさを確認するとともに，従業員参

加型ワークショップの前後で質問紙調査を

行い，ワークショップ前後の得点を比較す

ることでマニュアル（案）の有効性を検証

した。さらに，完成したマニュアルの内容

を解説するための動画も作成した。これら

の作業を通じて，職場の強みに注目しワー

ク・エンゲイジメントの向上を目的とした

職場環境へのポジティブアプローチのツー

ルが完成した。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当せず． 
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